
デジタルデンチャーをはじめとするデジタル歯科技工は、「一部の先進的な取
り組み」から、日常臨床に現実的に取り入れられる選択肢へと、すでに変わり
始めています。
本セミナーでは、デジタルデンチャーのCAD設計や材料の最新情報をはじめ、
1,000症例以上の豊富な臨床経験をもとに、保険診療にとどまらず自費診療
へ導くための戦略やカウンセリング事例などもご紹介し、「臨床」と「技工」の
両面からデジタル活用によって広がる可能性にフォーカスします。
これから本格的にデジタルデンチャーへの取り組みを検討される医院・技工
所の皆さまにとって、導入の不安を解消し、未来を切り拓く次の一手が見える
セミナーです。

下記の二次元コードを読み取り、申込フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。

申込方法
※ お申し込み後は、数分以内に自動返信メールが送信されます。 返信メールが
届かなかった 場合、恐れ入りますがメールアドレスを再度ご確認の上、フォー
ムを再送信いただくか、弊社へ直接お問い合わせいただきますようよろしく
お願いいたします。
※ ご入金頂きました受講料は返金致しかねますので予めご了承ください。

お問合せ コアフロント株式会社  www.corefront.com  TEL. 03-5579-8710   FAX. 03-5579-8711

受講料 10,000 円（税込） 
※ 同伴者 1 名無料

定員 50 名

会場

2026 年  4 月 26 日 (日) 
12:30 ～17:30

沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）
沖縄県那覇市おもろまち３丁目１－１ 博物館講座室
TEL：098-941-8200

日時

TOPIC STOPIC S

CAD設計・材料などの最新情報
デジタルデンチャー保険収載について
デジタル活用のメリット
豊富な症例からみる臨床経験談
デジタル導入によって広がる可能性

����. �/�� sun in 沖縄

▪日本歯科技工士会 会員
▪Imetric 社アプリケーションスペシャリスト 
▪歯科技工士（コアフロント技工部長）

八木 友一 　 
　ヤギ　　      ユウイチ
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1,000症例の実績から導かれたデジタル導入の最適解とは

保険適用で注目！

デジタルデンチャー臨床活用と
自費診療につなげる戦略セミナー

【デジタル活用の意義】
デジタルならではの
スピード感を活かす

保険適用となったデジタルデンチャーをいか
に臨床で活用できるか、算定上の留意点を整
理しデジタル化による仕組み構築を解説。

【臨床テクニック】
デジタルワークフロー

実績から得たCADCAM運用のポイント、トラ
ブル回避のための鉄板ルールなどを伝授。

【自費診療への導線】
信頼と納得、患者満足度を獲得

医院・技工所・患者すべての満足度が上がる、
保険診療から自費診療へと導くためのポイン
トを実例とともに紹介。

本セミナーで手に入る   つの武器

▪北海道医療大学（旧 東日本学園大学）歯学部卒業
▪きたひやま歯科クリニック開業
▪コンフォートデンタルクリニック開業
    （後にコンフォート入れ歯クリニックに改称）

池田 昭 先生　
イケダ 　  アキラ

デジタル導入の採算性に不安がある
技工サイドでデジタル化を推進したい
臨床の質と経営の安定を両立させたい

こんな方に
おすすめ

デジタル導入が義歯治療の「武器」になる理由

歯科医師・歯科技工士・歯科衛生士・歯科助手

・ ・ ・


